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第1章 河川整備計画の目標に関する事項 

1.1  流域及び河川の概要 

1.1.1  流域の概要 

伊佐津川
い さ づ が わ

は、その源を弥仙山
みせんさ ん

に発し、綾部
あ や べ

市
し

を西へ流れた後、流れを大きく変え

て北流し、舞鶴
まいづる

市
し

西地区の市街地を貫流して舞鶴湾に注ぐ、幹川流路延長約 17.0km、

流域面積約 75km2の二級河川である。 

流域は、本川の伊佐津川、一次支川の米田川
よねだが わ

、天清川
てんせいがわ

、池内川
いけうちがわ

及び二次支川の青谷川
あおだにがわ

、

池の内下川
いけのうちしもがわ

、寺田川
てらだが わ

の 7 河川で構成する。 

伊佐津川の河床勾配は、上流部（綾部市域）は 1/50、中流部（舞鶴市の市街地よ

り上流域）は 1/100 であるが、下流部（舞鶴市の市街地域）では 1/500 と緩くなり、

舞鶴湾の潮汐が影響を与える感潮区間は、天清川合流点付近までおよぶ。 

上流部及び中流部は概ね掘込み河道であり、下流部は築堤となる。下流部の左岸

築堤部は、平均的な川底と堤内側宅地の地盤に高低差が殆ど無く、天井川的な形状

であり、堤内には、舞鶴市西地区の市街地が広がっている。(図 1-1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 位置図と伊佐津川水系の河川一覧 

弥仙山 

左
岸
築
堤
区
間 

右岸築堤区間 

出典：1/25,000 地形図 国土地理院 

（京都府域図） 

本川 一次支川 二次支川
1 伊佐津川 32.8 17.0
2 米田川 2.7 1.6
3 天清川 5.1 2.1
4 池内川 18.6 9.9
5 青谷川 4.7 1.4
6 池の内下川 3.8 1.0
7 寺田川 7.3 2.4
合計 75.0 35.4

№
河川名 流域面積

(k㎡)
河川延長
(m)

（伊佐津川水系の河川一覧） 
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流域の地形は、大部分を山地が占めている。中流域の伊佐津川と池内川の合流点

付近は、「自然堤防沿いの微高地」が見られ、洪水時に土砂の堆積が生じやすい。 

下流域は「谷底平野・氾濫平野」が広がっており、河川洪水や内水氾濫のほか、

最下流の沿岸部では高潮による浸水の可能性がある。 

伊佐津川が流入する舞鶴湾は、半島と湾入を繰り返す複雑な湾岸線を持つリアス

式海岸が形成され、若狭
わ か さ

湾
わん

国定公園に指定されている。 

流域の地質は、大部分を泥質岩が占め、上流域は梅迫層
うめざこそう

と呼ばれる主に礫・砂・

泥の層が伊佐津川本川に沿って分布している。中流域は礫質堆積物が分布し、下流

域は砂質堆積物が広がっている。 

流域の植生は、広い範囲でコナラ群落やアカマツ群落が分布している。その他、

上流部には竹林が見られ、下流部にはスギ・ヒノキ植林などが見られる。 

流域の気候は、冬期に降水量が多い日本海型気候区に属し、年間降水量は約

1,830mm と、全国の年平均降水量（約 1,720mm）と比較して若干多い。年平均気温は

約 14.5℃であり、夏期平均気温は 25℃程度、冬期平均気温は 5℃程度である。舞鶴

湾沿岸域での冬の気温は比較的高いため、府内の日本海側地域に比べ積雪量は少な

いが、山地域においては冬の気温は低く積雪も多くなる。(図 1-2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 月合計降水量と月平均気温（舞鶴海洋気象台） 

出典：気象庁アメダスデータより作成 

0

50

100

150

200

250

300

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

降
水
量
（
m
m
）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

気
温
(℃
)

月降水量

月平均気温

（昭和56年～平成22年平均値）



 3

 

流域を構成する 2 市の人口は、昭和 35 年以降緩やかに減少しており、平成 22 年

時点では約 13 万人（舞鶴市 9 万人、綾部市 4 万人）である。世帯数は舞鶴市域にお

ける増加が顕著に見られ、伊佐津川下流部における市街化の拡大がうかがえる。(図 

1-3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3 人口世帯数の推移 
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流域の産業分類別就業者数は、平成 17 年では第 1 次産業が約 8%、第 2 次産業が

約 28%、第 3 次産業が約 64%である。経年的に見ると、第 1 次産業と第 2 次産業が減

少し、第 3 次産業が増加している。主な産業は、舞鶴市で第 2 次産業の製造業、綾

部市で第 2 次産業の卸・小売業である。（図 1-4） 

流域の土地利用は、大部分を山林が占めており、地目別の土地面積比率は平成 17

年で山林が約 73%、田畑約 9%、宅地は約 17%である。経年的に見ると、田畑が減少

し、宅地が増加している。(図 1-5) 

流域の周辺は、JR 舞鶴線、宮津市
み や づ し

を経て豊岡市
とよおか し

（兵庫県）を結ぶ北近畿
きたきん き

タンゴ鉄

道宮津線が西舞鶴駅で分岐・連絡している。また、国道 27 号、国道 175 号、国道

177 号の他、京阪神方面につながる舞鶴若狭自動車道や京都縦貫自動車道が整備さ

れるなど、府北部の交通の拠点としての位置を占めている。(図 1-6) 

舞鶴西港の歴史は古く、安土
あ づ ち

桃山
ももやま

時代に田辺
た な べ

城下町と共に交易の中心として発展

してきており、現在は港則法上の特定港「京都府舞鶴港」に指定され、国際貿易港

として大きな役割を果たしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4 産業分類別就業者比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5 地目別土地面積比率 

 

図 1-6 交通網 
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舞鶴市西地区には、天正 8 年（1580 年）に織田
お だ

信長
のぶなが

の命で丹後
た ん ご

守護
し ゅ ご

一色
いっしき

氏
うじ

を滅し、

丹後を平定した細川藤孝
ほそかわふじたか

（幽斎
ゆうさい

）が、一色氏の居城跡に新たに築城した田辺城（舞

鶴城）がある。細川藤孝は田辺城築城に際し、真倉
ま ぐ ら

川
がわ

（現伊佐津川）と池内川の二

つの流れを九 枠
ここのつわく

橋
ばし

で一つに替える瀬替
せ が え

を行った。(図 1-7) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-7 伊佐津川の瀬替 

 

上流起点付近に鎮座する於与岐
お よ ぎ

八幡宮
はちまんぐう

は、本殿が京都府登録有形文化財、祭礼芸

能が京都府登録無形民俗文化財に登録されている。池内川流域の倭文
し ど り

神社は、初詣、

合格祈願等を通して地域の人々の生活と結びついている。 

上流の綾部市域では、河川の水浴場利用や伝統産業である黒谷
くろたに

和紙
わ し

の紙すきに利

用されるなど、清流であることがうかがえる。また、九枠橋付近の「真
ま

名井
な い

の清水」

は、環境省の「平成の名水百選」、府指定の「京都の自然 200 選」に選定され、生活

用水や農業用水に利用されている。 

下流の市街地では、地域の風物詩である「イサザ（シロウオ）漁」が 3 月に行わ

れ、伝統的祭事の「万灯籠
ま ん ど ろ

」（京都府登録無形民俗文化財）が毎年 8 月に行われてい

る。（図 1-8） 

 

 

 

 

 

 

図 1-8 水系の文化財 

高野川 

旧伊佐津川

（真倉川）

瀬 替

伊佐津川

（現在）

池内川

（現

池内川 

（現在）

旧池内川 

粟島神社 

出典：舞鶴の伊佐津川・高野

川 佐藤正夫 平成 7 年 

於与岐八幡宮 万灯籠 
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1.1.2 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する現状と課題 

(1) 水害の状況 

伊佐津川では、昭和 28 年 9 月の台風 13 号により九枠橋が損壊するなど、甚大な

被害が発生した。 

近年では、平成 10 年 9 月の台風 7 号により、伊佐津川と米田川の合流点で浸水被

害が発生した他、最高潮位 50cm（TP+1.07m）の高潮や内水による浸水被害が舞鶴市

西地区の沿岸部で発生した。 

平成 16 年 10 月の台風 23 号においては、床上の浸水被害はなかったものの、秋葉
あ き ば

橋
ばし

が損壊するなどの被害が発生した。（表 1-1・図 1-9） 

 

表 1-1 既往水害一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-9 浸水被害の状況 

2時間実績雨量：舞鶴海洋気象台観測データ 

被害家屋数(戸) 浸水面積(a)

床下浸水 床上浸水 計 農地 宅地 計

S28.9.25 (1953) 台風13号 116.8 14,011 4,602 18,613 73,530 9,000 82,530
出典：舞鶴市の災害履歴及び舞鶴
市史、舞鶴市全域の被害を記載

S34.9.26 (1959)
伊勢湾台風
15号

76.9 7,900 1,328 9,228 - - -
出典：舞鶴市の災害履歴、舞鶴
市全域の被害を記載

S54.9.30 (1979) 台風16号 81.0 34 5 39 0 250 250 出典：水害統計

S57.7.27 (1982) 梅雨前線 59.0 338 12 350 0 300 300 出典：水害統計

H2.9.19 (1990) 台風19号 38.0 37 3 40 0 54 54 出典：水害統計

H10.9.22 (1998) 台風7号 77.0 707 133 840 16,300 410 16,710
出典：舞鶴市資料、高潮・内水・
溢水による西地区の被害を記載

H11.6.29 (1999) 梅雨前線 50.0 5 0 5 0 5 5
出典：水害統計、内水被害のみ
発生

H16.10.20 (2004) 台風23号 62.0 16 0 16 0 23 23
出典：水害統計、内水被害のみ
発生

備考年月日 水害原因
2時間
実績雨量

平成10年水害（米田川） 

昭和 28 年水害（伊佐津川） 

国鉄引き込み線 

昭和 28 年水害（伊佐津川） 

九枠橋 
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(2) 治水事業の経緯 

伊佐津川や支川では、過去の水害を契機として改修事業が進められてきたが、依

然として流下能力が基準に満たない区間が存在している状況である。（図 1-10） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-10 伊佐津川水系の整備状況 

 

 

概ね 1時間 50mm（1/5～1/10 程度）

の降雨水準に達している区間 

人口集中地区（DID 地区※）

【 凡 例 】 

概ね 1時間 50mm（1/5～1/10程度）

の降雨水準に達していない区間 

改修不要区間 

※DID 地区：国勢調査において設定される統計上の人口集中地区。都市地域と農村地域の

区分けや狭義の都市としての市街地の規模を表す指標として用いられる。 
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伊佐津川は、昭和 33 年から昭和 52 年まで高砂
たかさご

橋
ばし

から池内川合流点の堤防補強な

らびに老朽護岸の改良を実施し、近年は高砂橋の改築や護岸整備を実施している。 

また、池内川合流点付近の左岸、築堤となっている区間の一部から漏水が確認さ

れたため、平成 20 年から平成 22 年まで境
さかい

谷
だに

橋
ばし

周辺ならびに九枠橋周辺で遮水矢板

工※及びドレーン工※による堤防補強を実施している。 

米田川では、昭和 42 年から昭和 44 年まで相生
あいおい

小橋
こ ば し

から新米田橋
しんよねだばし

の護岸整備・河

道掘削を、昭和 59 年から平成 15 年まで新米田橋から米田橋の護岸整備・河道掘削

を実施している。 

また、天清川では、昭和 47 年から昭和 52 年まで伊佐津川合流点から倉谷
くらたに

橋
ばし

の護

岸整備・河道掘削を、昭和 59 年から平成 15 年まで倉谷橋から上流の護岸整備・河

道掘削を実施し、一定の整備を完了している。（図 1-11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-11 これまでの治水事業箇所（施工箇所） 

 

 

※遮水矢板工：矢板を河川内に打ち込み、堤防内へ浸透する水を遮断することで、堤防決壊の危険を

低減させる工法。 

※ドレーン工：堤防決壊の危険を低減させるため、堤防内部に浸透した水を堤防外部へ排水する工法。
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(3) 治水の現状と課題 

伊佐津川や支川では、過去の水害を契機として改修事業が進められてきたが、依

然として流下能力が基準に満たない区間が存在している状況である。また、高度経

済成長期以降に舞鶴市西地区の市街地が拡大し、池内川合流点から下流域において

も水田等の宅地化が進行したため、河川の整備を進める必要がある。併せて、平成

10 年 9 月の台風 7 号により高潮被害が発生しており、河口部の高潮対策を進める必

要がある。 

改修を必要とする全区間について整備を行うことは、予算的、時間的な制約もあ

り困難であるため、緊急性や実現性を踏まえ重点的かつ効率的に整備を進めていく

必要がある。 

また、水位計及び雨量計の設置（二ツ橋
ふたつば し

）、ライブカメラの設置（九枠橋）による

河川状況の把握、水防警報河川※・水位周知河川※の指定、浸水想定区域図、洪水

ハザードマップの作成・公表、インターネット及び携帯電話、地上デジタル放送（デ

ータ放送）の多様な媒体を活用した雨量水位情報の提供を行っている。（図 1-12） 

今後も地域住民の自主的な避難等を支援するため、避難判断水位等の防災情報提

供の強化を図るとともに、関係機関と連携し、水防訓練等を通じて防災意識の啓発・

高揚に努める必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-12 多様な媒体を活用した河川情報の提供 

 

※水防警報河川：洪水のおそれのあるとき、水防活動を行う必要があることを通知する河川。 

※水位周知河川：洪水のおそれのあるとき、市町村長が避難勧告を発令する際の目安となる水位に

達したことを通知する河川。 
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1.1.3 河川の利用及び流水の正常な機能に関する現状と課題 

(1) 利用の現状と課題 

耕作地としての土地利用が沿川で数多くみられるように、灌漑用水（農水）が大

半を占めている。近年、渇水による瀬切れや農作物の被害の報告はなく、適切な水

利用がなされており、現在の流況が保たれれば問題はない。 

引き続き、流水の正常な機能の維持に関しては、良好な水質、多様な生物の生息・

生育環境、景観等が維持されるように努める必要がある。（表 1-2・図 1-13） 

 

表 1-2 許可水利権 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-13 許可水利権の比率 

 

融雪
2%

農水
88%

工水
10%

農水 融雪 工水 農水

伊佐津川 10 0.4763 1 0.0140 1 0.0660 15 129.41
米田川 - - - - - - - -
天清川 - - - - - - 13 2.33
池内川 1 0.0522 - - - - 23 39.03
青谷川 - - - - - - 9 26.30
池の内下川 - - - - - - 1 10.00
寺田川 1 0.0314 - - - - 7 10.78
合計 12 0.5599 1 0.0140 1 0.0660 68 217.85

許可水利権 慣行水利権

河川名
件数件数件数件数

水量

(m3/s)

水量

(m3/s)

水量

(m3/s)
受益面積
(ha)
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1.1.4 河川環境に関する現状と課題（水質・生物・水辺空間） 

(1) 水質 

伊佐津川の水質は、ここ数年 1.0mg/l 前後で推移しており、環境基準値（環境基

準 A 類型、BOD※2.0mg/l 未満）を満たしている。 

伊佐津川の下流域の下水道（舞鶴市西処理区）は、普及率が向上しており、平成

22 年では 75.1%であり、生活雑排水の河川流入（汚濁負荷量）は減少している。（図 

1-14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-14 水質の経過及び水質観測地点 
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環境基準A類型 2.0mg/l

出典：公共用水域及び地下水の水質測定結果

※BOD：生物化学的酸素要求量のことで、水の汚れを示す指標に用いられる。値が大きいほど汚れ

ている。 
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(2) 生物 

伊佐津川水系では、多様な生物の生息・生育・繁殖が確認されており、概ね良好

な生物環境が維持されている。 

魚類は、多様な種が生息しており、ゴクラクハゼ（府絶滅危惧種）、スナヤツメ（国

絶滅危惧Ⅱ類、府絶滅危惧種）、アカザ（国絶滅危惧Ⅱ類、府絶滅危惧種）、シロウ

オ（イサザ）（国準絶滅危惧、府準絶滅危惧種）などが確認されている。また、支川

の池内川で国の特別天然記念物であるオオサンショウウオやアベサンショウウオ

（国絶滅危惧ⅠA 類、府絶滅寸前種）の生息が確認されている他、ウミネコやオシ

ドリなどの水鳥が河口周辺地域で確認されている。（図 1-15） 

伊佐津川水系では、多様な生物環境を維持できていることから、今後も定期的な

モニタリングの実施により生物環境の変化に注視し、多様な生物の生息・生育・繁

殖環境を保全する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-15 水系に生息する生物 

 

アカザ※1 オオサンショウウオ※2 

ゴクラクハゼ※3

写真出典：※1：フィールド総合図鑑川の生物 リバーフロント整備センター、

※2：出典 京都の自然２００選、※3：日本の淡水魚 山と渓谷社 

ウミネコ※1 
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(3) 水辺空間 

伊佐津川の上流域では清流を活用した親水施設、下流域ではランニングやウォー

キング、花見などのレクリエーション、近隣小学校によるマラソン大会や川の探検、

水辺の教室に利用されているほか、伝統産業の「黒谷和紙の紙すき」、伝統的祭事で

ある「万灯籠」が行われている。 

また、地域の人々4,000 人以上が参加して、舞鶴市内の道路や河川を一斉清掃す

る「まいづるクリーンキャンペーン」が開催されており、伊佐津川もその対象とな

っている。 

伊佐津川は、良好な河川環境のもとに水利用、河川利用がなされていることから、

今後とも適正な水利用が図られるように努める必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-16 水辺空間の利用状況 

左岸堤防の桜並木※2 

マラソン大会※3 

黒谷の和紙※1 

親水施設※2 

写真出典：※1：黒谷の和紙パンフレット、※2：京都府資料、※3：舞鶴市立明倫小学校 HP 
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1.2 河川整備計画の目標に関する事項 

1.2.1 計画の対象区間 

本整備計画の対象区間は、伊佐津川水系における京都府管理の二級河川の区間と

する。 

 

1.2.2 計画の対象期間 

本整備計画の対象期間は、概ね 30 年間とする。 

なお、本整備計画は、現時点(平成 23 年)の流域の社会状況、自然環境及び河道状

況等を踏まえ作成するものであり、今後、これらの状況の変化や、新たな知見等に

より適宣見直しを行う。 

 

1.2.3 洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する目標 

本整備計画では、流域の大規模開発や想定氾濫区域内の資産密度、河川の流下能

力、既存事業の継続性や他事業との連携、関係市からの要望等を総合的に勘案して

整備の優先度が高い河川・区間の抽出を行い、重点的かつ優先的に整備を実施する。

その整備目標は、概ね 50 年に 1 回程度の降雨により予想される洪水を安全に流下さ

せることを目指すが、社会状況、河川特性、上下流のバランスなどを考慮し、本川

の区間及び支川毎に目標規模を設定する。また、整備を進めるにあたっては、浸水

常襲地区の早期解消を図る。併せて、河口部の感潮区間においては、高潮による被

害の発生防止に努める。（表 1-3） 

その他の支川についても、局部的な改良、洪水等による被災箇所の復旧、治水上

支障となる堆積土砂の除去等により治水機能の適正な維持に努める。 

さらに、整備途上や目標を上回る洪水による被害を最小限に抑えるため、ハード

整備だけでなく、ソフト対策を組み合わせることにより効果的な治水対策を図る。 

 

表 1-3 府内河川の重要度分類表 

 

 

 

 

 

 

 

河川砂防技術基準

河川区分
河川の
重要度

計画の規模
（超以下確率年）

Ａ級 200以上 直轄

Ｂ級 100～200 淀川支川（都市）

Ｃ級 50～100 淀川支川（一般）

由良川支川（都・一）

二級河川（都・一）

Ｅ級 10以下

※国土交通省河川砂防技術基準計画編より

一級河川の主要区間

府内河川の改修規模

10～50Ｄ級
一級河川のその他区間
および二級河川

府内二級水系の分類

地域性 形態 降雨超過確率

都市河川 築堤 50年

都市河川 掘込 30年

一般河川 築堤

一般河川 掘込 10年
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1.2.4 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標 

伊佐津川水系では、良好な河川環境のもとに利用がなされていることから、今後

とも豊かな自然環境を活かした水辺利用と適正な水利用が図られるように良好な水

質・水量の保全に努め、環境学習や自然体験の場としての河川空間づくりに努める。 

また、河川の水面利用の適正な利活用を推進するため、関係管理者との連携と協

力を図る。 

 

1.2.5 河川環境の整備と保全に関する目標 

河川環境においては、河川本来の変化に富んだ水辺の創出など、自然環境の保全・

再生に配慮した河川整備、環境学習の場として地域住民と連携しながら安全に利用

できる河川空間づくりに努める。 

本整備計画では、水辺空間の整備、地域との連携、既存事業の継続性などの観点

から、地域住民、関係機関が取り組む水質保全活動と連携し、水質の向上に努める。 

河道内の堰や落差工には必要に応じて魚道整備等を実施することで魚類等の縦断

方向の連続性を確保し、河川工事の際には、環境への影響を最小限に抑えるため、

濁水や土砂の流下防止に努める。 

さらに、自然環境や歴史的価値のある施設等と調和を図り、景観形成に関する指

針等に則り、周囲の景観に配慮した河川整備を行う。 
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第2章 河川の整備の実施に関する事項 

2.1 河川工事の目的、種類及び施行の場所 

2.1.1 河川工事の目的、種類及び施行の場所 

(1) 伊佐津川 

伊佐津川は、「目標規模に対する流下能力の不足」、「川沿いの資産の有無」を考慮

し、下記の区間を整備対象区間として設定し、概ね 50 年に 1 回の洪水を安全に流下

させることを目標に整備する。 

 

整備区間：河口から九枠橋まで延長約 3,780m（図 2-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 伊佐津川の整備区間 
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伊佐津川では、河道掘削および築堤により河川の断面を広げ、流下能力の向上を

図る。また、関係する橋梁等の改築を実施する。 

護岸には景観や生物の育成・生育に配慮したブロック等を使用するなど、河川に

生息する生物の生息・生育・繁殖環境の保全、復元および創出に努める。 

なお、河川に生息する生物の縦断的な往来を考慮し、堰や落差工により魚類等の

縦断方向の連続性が損なわれている箇所については魚道の整備等について検討する

とともに、川床の幅を広くし、自然の営力による瀬や淵、澪筋などの形成を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 伊佐津川の計画流量配分図 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 伊佐津川の標準横断図（大和橋上流） 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 伊佐津川の標準横断図（九枠橋下流） 
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(2) 米田川 

米田川は、「目標規模に対する流下能力の不足」、「川沿いの資産の有無」を考慮し、

下記の区間を整備対象区間として設定し、計画の対象期間においては、概ね 10 年に

1 回の洪水を安全に流下させることを目標に整備する。 

 

整備区間①：伊佐津川合流点から新米田橋まで延長約 530m 

整備区間②：米田橋から二級起点まで延長約 700ｍ（図 2-5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5 米田川の整備区間 

 

米田川では、主に河道掘削により河川の断面を広げ、流下能力の向上を図る。ま

た、関係する橋梁等の改築を実施する。 

護岸には景観や生物の育成・生育に配慮したブロック等を使用するなど、河川に

生息する生物の生息・生育・繁殖環境の保全、復元および創出に努める。 

なお、河川に生息する生物の縦断的な往来を考慮し、堰や落差工により魚類等の

縦断方向の連続性が損なわれている箇所については魚道の整備等について検討する

とともに、川床の幅を広くし、自然の営力による瀬や淵、澪筋などの形成を図る。 
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図 2-6 米田川の計画流量配分図 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7 米田川の標準横断図 

 

2.1.2 河川の局部的な改良工事について 

必要に応じて局部的な改良工事や洪水等により被災した場合には、直ちに復旧を

行うなど、状況に即した適切な対応に努める。 
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2.2 河川の維持の目的、種類及び施行の場所 

2.2.1 河川の維持の目的 

治水、利水及び環境の観点から調和のとれた、機能が十分に発揮できるような維

持管理に努める。 

 

2.2.2 河川の維持の種類及び施行の場所 

(1) 河川の維持管理 

河川管理施設については、洪水を安全に流下させるため、定期的に河川巡視や施

設等の点検を行い、危険箇所や老朽箇所の早期発見とその補修に努める。 

河道内において樹木の繁茂や土砂の堆積が著しく洪水の流下に障害となる場合は、

河川に生息する生物の生育・繁殖環境に配慮しつつ樹木の伐採や堆積土砂の除去を

行い、河川断面の確保に努める。 

また、草木の繁茂が環境維持や河川管理上の支障となる場合は、関係機関の協力

を得ながら定期的な堤防除草を実施するとともに、地元住民団体が主体的に実施す

る除草やゴミ拾いなど河川愛護活動の支援等に努める。 

 

(2) 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持 

本水系では、主に灌漑用水として利用される河川水について、流水の正常な機能

を維持し適正な河川管理を行うため、雨量、水位、流量観測および水質調査等デー

タの蓄積と分析による状況把握に努め、今後の水利用の適正化や必要な流量の確保

に向け利水者や関係機関と調整を図る。 

また、河川の水面利用の適正な利活用を推進するため、関係管理者との連携と協

力に努める。 

 

(3) 河川環境の整備と保全 

① 水質 

水質の経年変化に注目し、情報共有など関係機関と連携を図りながら安定した水

質の維持、向上に努める。また、水質事故に対しては、関係機関との連携や情報伝

達訓練の実施などにより、迅速な対応に努める。 
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② 生物 

地域住民や関係機関の理解と協力のもと、水系本来の多様な動植物の生息・生育・

繁殖環境を保全する。河川に生息する、特に地域固有性の高い生物については、定

期的なモニタリング調査により経年的な生息状況の変化を把握し、対策を講じるな

ど生態系の保全に努める。 

さらに、外来生物については、有用種や在来種の生態に悪影響を及ぼすことが考

えられるため、関係機関と連携し、適切な対策を検討のうえ対応に努める。 

特に魚道整備等により、河道の縦断方向の連続性の確保を行う場合には、外来種

の進入や生息域の拡大を誘発する恐れがあるため、その効果や影響を点検して効果

や影響について学識者の助言を得て対応に努める。 

 

③ 水辺空間 

河川整備にあたっては、施設の配置や材料の選定等において、可能な限り貴重な

文化財や優れた景観など、周辺環境との調和に配慮した景観形成の推進に努める。 

また、地域住民や市民団体などと連携して、親水性や安全性のある水辺空間を創

出する取り組みを進めるとともに、うるおいのある水辺空間の活用に努める。 

さらに、河川巡視を行い関係機関とも連携して、不法占用や不法投棄等の行為に

対処する。 
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第3章 整備を総合的に行うための必要な事項 

3.1 出水時における情報提供と連携体制の強化 

近年、異常ともいわれる集中豪雨が頻発しており、あらゆる洪水に対して河川整

備等だけで対応することは難しい状況となっている。洪水による被害を最小限に抑

えるためには、ハード対策だけでなく、防災情報の提供や警戒避難体制の整備など

ソフト対策を推進していく必要がある。このため、河川防災カメラの設置による河

川状況の把握、水防警報河川・水位周知河川の指定、浸水想定区域図・洪水ハザー

ドマップの作成及び公表、インターネット・携帯電話・地上波デジタル放送のデー

タ放送等の多用な媒体を通して、雨量水位情報の提供を行っている。（図 3-1） 

今後は、これらの防災情報が有効に活用され、浸水被害の軽減が図られるよう、

市や地域と連携・協働を図り、啓発イベントや防災訓練、地域の自主的な防災活動

の支援等を通じて、より効果的な運用や改善に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 出水時における情報の提供 

2011.5.29. 18:00 の映像 

出水時の映像 

平常時映像 

河川防災カメラ（伊佐津川） 

九枠橋 
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3.2 地域と連携した災害に強いまちづくり 

洪水による被害をできるだけ軽減するため、土地利用の規制や誘導を含めたまち

づくりについて、河川整備の進捗状況等を踏まえ関係市と連携して検討する。 

また、流域の貯留・浸透機能を維持・強化するため、関係市や地域と連携し、自

然の保水機能を持つ森林・農地等の保全や流域内の貯留・浸透施設の整備を推進す

る。（図 3-2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 貯留施設のイメージ（出典：淀川水系河川整備計画） 

 

3.3 地域住民との連携 

河川整備にあたっては、地域特性や住民の意見を反映させた川づくりを目指し、

地域にとってより河川に親しみを持てるような取組みとして、利用者の多い河川敷

において整備内容を説明する看板の設置など、地域住民への情報提供に努める。 

また、地域住民からの情報を活用して、外来種の生息実態とその変化などを的確

に把握する。 

河川の維持管理や安全な利用にあたっては、地域住民等と連携・協働した取り組

みやイベントの開催により、地域と連携した河川行政の推進に努める。 

さらに、学校や地域との連携・協働により、河川を自然体験活動や環境学習等の

場として積極的に活用し、自然環境とのふれあいの促進に努める。 

 

 

 

 


